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伝統文化の技術を学び、挑戦伝統文化の技術を学び、挑戦

平成26年2月15日号
【毎月1日・15日発行】

伝統文化の技術を学び、挑戦

■主な内容■主な内容
Ｐ２　土曜日の戸籍等証明書交付Ｐ２　土曜日の戸籍等証明書交付
　　　軽自動車等の登録・廃車手続きは　　　軽自動車等の登録・廃車手続きは
　　　お早めに　　　お早めに

■主な内容
Ｐ２　土曜日の戸籍等証明書交付
　　　軽自動車等の登録・廃車手続きは
　　　お早めに

　１月24日、三関地区「縄ない体験教室」が三関小学１月24日、三関地区「縄ない体験教室」が三関小学
校４年生を対象に行われました。普段、触り慣れない校４年生を対象に行われました。普段、触り慣れない
藁を相手に悪戦苦闘する姿がありましたが、三関地区藁を相手に悪戦苦闘する姿がありましたが、三関地区
老人クラブ連合会会員の指導の下、児童たちはコツを老人クラブ連合会会員の指導の下、児童たちはコツを
つかみ、縄をなっていましたつかみ、縄をなっていました

わらわら

　１月24日、三関地区「縄ない体験教室」が三関小学
校４年生を対象に行われました。普段、触り慣れない
藁を相手に悪戦苦闘する姿がありましたが、三関地区
老人クラブ連合会会員の指導の下、児童たちはコツを
つかみ、縄をなっていました

わら
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相　談　窓　口相　談　窓　口相　談　窓　口

◎地域包括支援センター
　（☎73－2111内線260～268）
◎湯沢ゆうあい在宅介護支援センター
　（☎73－8696）
◎稲川在宅介護支援センター
　（☎78－5305）
◎雄勝在宅介護支援センター
　（☎52－5210）
◎皆瀬在宅介護支援センター
　（☎58－4004）

リコールによる
　　無料修理・回収情報について
　商品製造工程の不具合や使用状況によって、
けがや火災など重大事故につながる恐れのあ
る商品については、製造・販売会社でリコー
ルによる無料修理・回収などの対応を行っ
ています。
　最近でも冷凍食品やベビーカー、暖房器具
など身の回りの多くの商品でリコールが発生
しています。
　事故防止のため、使用上の注意を守るとと
もに、報道や広告の情報にも注意しましょう。
　
※重大事故につながる恐れのある商品につい
て、リコール情報を確認できます。

　http://www.recall.go.jp/

す。

■消費生活に関する相談、出前講座の依頼は…　
　平日午前8時30分～午後5時
　湯沢市消費生活センター（市くらしの相談課内
　☎72－0874）へ

　１月24日、100歳の誕生日を迎えた　原さん
が利用しているケアハウスいさみが岡を市長
が訪問し、祝い状とお祝い金を手渡しました。
　市長が「これからも元気で過ごしてください」と
お祝いのあいさつをした後、　原さんは「あ
りがとうございます。100歳まで長生きできた
のは皆さんのおかげです。今後も健康に気を
付けて、楽しく過ごしていきたいと思います。
皆さんも100歳まで長生きされますよう祈って
います」と感謝の言葉を述べていました。

▲100歳の誕生日を迎えた　原さん（下段中央）とご家族

　原　良次郎
りょうじろうすがわら

さん （表町）

おめでとうございます　100歳長寿

消費者庁リコール情報サイト消費者庁リコール情報サイト消費者庁リコール情報サイト

　認知症は単なる老化現象ではなく脳の障がいが原因で起こる病気（症状）です。
認知症についての情報提供は、今回が最終回になります。
　　　　　　◎地域包括支援センター（☎73－2111内線260～268）へ

　認知症になる可能性は誰にでもあります。症状が軽い
段階のうちに認知症であることに気付き、適切な治療を
受けることができれば、薬で認知症の進行を遅らせたり、
場合によっては、症状が改善したりすることもあります。
すべての病気でいえることですが、早期発見と早期治療
によって、生活の質の向上が期待できます。

　「認知症の人は自覚がない」という考えは大きな間違
いであり、認知症を患った人の心情はさまざまです。最
初に症状に気付き、誰より一番不安になって苦しむのは
本人です。
　認知症の人は、新しいことを覚えるのは苦手ですが、
感情面はとても繊細です。温かく見守り適切な援助を受
けることで、自分で行えることも増えます。これは、介
護者の負担軽減にもつながります。
　高齢者の約３割が認知症あるいはその予備軍といわれ
ています。日常生活の中で、今までと違うと思うことが
少しでもあったのなら、ぜひ、相談してください。

他人事ではない認知症…

税務課からのお知らせ
税務課市民税班（☎73－2111内線245）

市民課からのお知らせ
市民課住民班（☎73－2111内線151 ･ 152）

バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
等
の
登
録
や
廃
車
手
続
き
は
お
早
め
に

戸
籍
等
証
明
書
を
交
付【
３
月
１
日
〜
４
月
12
日
の
土
曜
日
】

　

軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
四
月
一
日

に
原
動
機
付
自
転
車
や
農
耕
作
業
用
な
ど

の
小
型
特
殊
自
動
車
、
軽
自
動
車
な
ど
を

所
有
し
て
い
る
人
に
対
し
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

車
両
を
す
で
に
処
分
、
ま
た
は
他
の
人

に
譲
っ
た
場
合
で
も
、
手
続
き
を
し
な
い

ま
ま
四
月
一
日
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
課
税

さ
れ
ま
す
の
で
、
ま
だ
廃
車
や
名
義
変
更

の
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
車
両
が
あ
れ

ば
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

軽
自
動
車
税
は
、
年
度
の
途
中
で
廃
車

や
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し
て
も
、
そ
の

年
度
分
は
全
額
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
が
届
く
ま
で
に
廃
車
や
名

義
変
更
の
手
続
き
を
し
て
い
た
場
合
で
も
、

手
続
き
が
四
月
一
日
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た

車
両
に
つ
い
て
は
、
一
年
分
の
軽
自
動
車

税
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

軽
自
動
車
税
は
、
四
月
一
日
に
そ
の
車

両
が
登
録
さ
れ
て
い
る
市
町
村
が
課
税
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
車
両
の
所
在

地
や
所
有
者
の
住
所
な
ど
に
異
動
が
あ
っ

た
場
合
は
、
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

転
出
や
転
入
を
す
る
人
で
、
課
税
対
象

と
な
る
車
両
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
必

要
な
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

市
民
課
で
転
入
や
転
出
の
手
続
き
を
し

た
だ
け
で
は
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

三
月
一
日
か
ら
四
月
十
二
日
ま
で
の
毎

週
土
曜
日
（
三
月
二
十
二
日
を
除
く
）
に
、

本
庁
舎
市
民
課
で
戸
籍
等
証
明
書
（
住
民

票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍
謄
本
等
戸

籍
証
明
書
）
の
交
付
お
よ
び
印
鑑
登
録
を

行
い
ま
す
。

▽
日
程　

３
月
１
日
㈯
、８
日
㈯
、15
日
㈯
、

　

29
日
㈯
、
４
月
５
日
㈯
、
12
日
㈯

▽
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

３
月
29
日
㈯
〜
４
月
12
日
㈯
は
、
新
庁

舎
で
交
付
し
ま
す
。

　

各
総
合
支
所
で
は
交
付
し
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

夜
の
戸
籍
等
証
明
書
交
付

異
動
届
出
の
受
け
付
け
は

　
　
　
　
　
　

で
き
ま
せ
ん

実
施
日
時

住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、

戸
籍
謄
本
等
戸
籍
証
明
書
の
交
付

交
付
は
『
本
庁
舎
市
民
課
』
で

３
月
22
日
㈯
は
、
新
庁
舎
へ
の

引
っ
越
し
作
業
が
行
わ
れ
る
た
め

交
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

転
入
・
転
出
な
ど
の
異
動
届
出
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

　

毎
週
、
火
・
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

に
実
施
し
て
い
る
午
後
七
時
ま
で
の
「
夜

の
戸
籍
等
証
明
書
（
住
民
票
、
印
鑑
登
録

証
明
書
、
戸
籍
謄
本
等
戸
籍
証
明
書
）
の

交
付
お
よ
び
印
鑑
登
録
」
は
、
三
月
一
日

か
ら
四
月
十
二
日
ま
で
の
期
間
中
も
、
通

常
ど
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。
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車
や
名
義
変
更
の
手
続
き
は

『
４
月
１
日
』
ま
で

廃

続
き
が
『
４
月
１
日
』
を

　
　

過
ぎ
て
し
ま
う
と…

手

入
・
転
出
の
際
に
も

　
　

手
続
き
が
必
要
で
す

転

125cc を超えるバイク、軽自動車
（「秋・秋田」ナンバー）について
　上記の車両については、軽自動車検査協会で
廃車等の手続きをしていただくことになります。
　湯沢雄勝地区自家用自動車協会でも手続きを
することができます。その場合は３月27日㈭
までに手続きを済ませるようにしてください。▲

湯沢雄勝地区自家用自動車協会（湯沢市字鶴
　館39－４セントラルビル内☎72－0101）へ



○
募
集
種
目　

幹
部
候
補
生
（
一
般
）

○
資　

格　

▼
大
卒
程
度
試
験
＝
20
歳
以

　

上
28
歳
未
満
／
①
大
学
卒
業
ま
た
は
卒

　

業
見
込
み
の
人
②
修
士
課
程
修
了
ま
た

　

は
修
了
見
込
み
の
人
▼
院
卒
者
試
験
＝

　

20
歳
以
上
28
歳
未
満
／
修
士
課
程
修
了

　

ま
た
は
修
了
見
込
み
の
人

○
応
募
期
限　

4
月
25
日
㈮

○
試
験
日　

5
月
10
日
㈯
、
11
日
㈰

※
十
一
日
は
飛
行
要
員
の
み
の
試
験
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
横

　

手
地
域
事
務
所
（
☎
0
1
8
2
32
3
9

 

2
0
）
へ

　

内
閣
府
で
は
、
日
本
と
世
界
各
国
の
青

年
と
の
交
流
を
通
し
て
、
相
互
理
解
と
友

好
を
深
め
、
広
い
国
際
的
視
野
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
身
に
付
け
た
次
代
を
担
う

に
ふ
さ
わ
し
い
青
年
を
育
成
す
る
た
め
、

青
年
国
際
交
流
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
本
代
表
青
年
と
し
て
、
各
国
の
選
抜
さ

れ
た
青
年
と
研
修
・
交
流
を
行
い
、
自
分

を
成
長
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
現
在
、
平

成
26
年
度
に
実
施
す
る
、
東
南
ア
ジ
ア
青

年
の
船（
十
月
〜
十
二
月
）、
国
際
青
年
育

成
交
流（
九
月
）、
日
本
・
韓
国
青
年
親
善

交
流（
九
月
）、
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ー
ス
リ
ー

ダ
ー
育
成（
二
月
〜
三
月
）、
青
年
社
会
活

動
コ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム（
十

月
）の
参
加
青
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

内
閣
府
青
年
国
際
交
流

　

担
当
（
☎
0
3
―
3
5
8
1
―
1
1
8

 

1
）
へ

　

年
度
末
、
秋
田
運
輸
支
局
の
自
動
車
検

査
・
登
録
窓
口
は
、
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

特
に
三
月
中
旬
以
降
は
、
自
動
車
税
課
税

基
準
日（
四
月
一
日
）前
に
名
義
変
更
や
抹

消
登
録
手
続
き
を
行
う
人
に
よ
る
駆
け
込

み
申
請
お
よ
び
車
検
車
両
の
増
加
に
よ
り
、

大
変
混
雑
し
ま
す
。
自
動
車
の
諸
手
続
き

は
、
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

○
問
い
合
わ
せ　

東
北
運
輸
局
秋
田
運
輸

　

支
局
（
☎
0
5
0
―
5
5
4
0
―
2
0

 

1
2
）
へ

　

戦
後
、
海
外
か
ら
の
引
揚
者
か
ら
預
か

っ
た
約
八
十
七
万
件
の
保
管
証
券
類
を
返

還
し
て
い
ま
す
。

・
終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た

　

人
が
上
陸
地
の
税
関
・
海
運
局
に
預
け

　

た
通
貨
・
証
券

・
帰
国
前
に
樺
太
、
満
州
に
あ
っ
た
在
外

　

公
館
、日
本
人
自
治
会
に
預
け
た
通
貨
・

　

証
券
な
ど
の
う
ち
日
本
に
返
還
さ
れ
た

　

も
の

　

返
還
請
求
は
本
人
ま
た
は
家
族
で
も
で

き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

秋
田
船
川
税
関
支
署

　
（
秋
田
港
湾
合
同
庁
舎
内
☎
0
1
8
―

　

8
4
5
―
0
7
3
5
）
へ

　

秋
田
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
沢
で
は
、
三
月
三
十
一

日
ま
で
、
今
春
に
卒
業
予
定
の
人
な
ど

を
対
象
に
、「
未
内
定
者
へ
の
集
中
支
援

2
0
1
4
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

学
卒
集
中
支
援
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
内　

容　

求
人
情
報
の
提
供
、
応
募
書

　

類
の
添
削
指
導
、
面
接
指
導
、
個
別
求

　

人
開
拓
な
ど

○
問
い
合
わ
せ　

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

湯
沢
（
☎
73
6

 

1
1
7
）
へ

　

各
種
美
術
展
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
、
雄
勝
地
域
の
学
校
に
在
籍
し
て
い

る
児
童
・
生
徒
の
絵
画
や
毛
筆
な
ど
の
美

術
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

○
と　

き　

2
月
22
日
㈯
〜
3
月
2
日
㈰

○
と
こ
ろ　

雄
勝
文
化
会
館

○
問
い
合
わ
せ　

雄
勝
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー（
☎
52
2
1
1
1
内
線
1
3
3
）へ

○
と　

き　

4
月
2
日
㈬
〜
9
月
29
日
㈪

○
と
こ
ろ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

　
（
潟
上
市
）

○
内　

容　

機
械
加
工
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
、
金
属

　

加
工
科
、
電
気
設
備
科
、
ビ
ル
管
理
科

○
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
や
作
業
着
な

　

ど
は
別
途
）

○
対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

　

込
み
を
し
て
い
る
人

○
定　

員　

各
学
科
15
人
程
度
（
筆
記
試

　

験
、
面
接
に
よ
り
選
考
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

3
月
3
日

　

㈪
ま
で
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

　
（
☎
0
1
8
―
8
7
3
―
3
1
7
8
）へ

未
内
定
就
活
生
へ
の

集
中
支
援
２
０
１
４

職
業
訓
練
受
講
生
募
集
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自
動
車
の
登
録
手
続
き
は

お
早
め
に

税
関
が
引
揚
者
か
ら

保
管
し
た
通
貨
・
証
券
等

を
返
還
し
て
い
ま
す

自
衛
官
募
集

湯
沢
市
芸
術
文
化
協
会

「
雄
勝
地
域
芸
術
作
品
展
」

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

二
月
二
十
八
日
㈮
が
納
期
限
の
市
税
は

次
の
と
お
り
で
す
。　

○
国
民
健
康
保
険
税　

第
八
期

○
固
定
資
産
税　

第
四
期

※
納
期
限
ま
で
に
納
入
が
な
い
場
合
は
、

納
期
限
後
二
十
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送

し
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
班
（
☎
73

　

2
1
1
1
内
線
2
4
1
･
2
4
2
）
へ

　

募
集
要
項
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
下
記
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
募
集
期
限　

2
月
28
日
㈮

※
市
奨
学
金
制
度
の
統
合
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
各
地
域
奨
学
金
制
度
の
募
集
は
行

い
ま
せ
ん
。

○
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
総
務
班

　
（
☎
42
5
8
0
6
）
へ

　

市
内
に
設
置
し
て
い
る
火
の
見
や
ぐ
ら

に
つ
い
て
、
老
朽
化
が
進
み
、
著
し
く
危

険
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

在
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
で
、

市
内
七
十
二
カ
所
の
火
の
見
や
ぐ
ら
を
解

体
し
、
サ
イ
レ
ン
付
き
の
ホ
ー
ス
乾
燥
柱

に
切
り
替
え
る
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
切
り
替
え
工
事
期
間　

3
月
14
日
㈮
ま

　

で
○
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の
相
談
課
環
境

　

消
防
班（
☎
73
2
1
1
1
内
線
1
1
7
）

　

へ

　

大
人
も
子
ど
も
も
喜
ぶ
お
い
し
い
お
や

つ
、
大
福
餅
と
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
の
作
り

方
を
紹
介
し
ま
す
。

○
と　

き　

2
月
28
日
㈮
午
前
10
時
〜
午

　

後
1
時

○
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
講　

師　

佐さ

藤と
う

く
み
子こ

さ
ん
（
あ
ぐ
り

　

館
）

○
参
加
料　

五
百
円
（
材
料
費
）

○
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

2
月
18
日

　

㈫
午
前
8
時
30
分
か
ら（
電
話
可
）、
湯

　

沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

（
☎
73
1
1
3

 

2
）
へ

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
た
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
趣
味
や
生
涯
学
習
活
動
を

通
じ
て
創
作
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル

の
力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

2
月
22
日
㈯
〜
3
月
2
日
㈰

○
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

【
そ
の
場
を
離
れ
な
い
・
目
を
離
さ
な
い
】

　

・
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
灯
油
を
小

　
　

分
け
に
す
る
と
き
は
、
絶
対
に
そ
の

　
　

場
を
離
れ
な
い

【
屋
根
か
ら
の
落
雪
や
除
雪
時
に
は
注
意
を
】

　

・
屋
根
か
ら
の
落
雪
や
除
排
雪
時
に
給

　
　

油
管
破
損
や
ホ
ー
ス
脱
落
に
注
意
を

【
定
期
点
検
を
怠
ら
な
い
】

　

・
配
管
や
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
定
期
点
検

　
　

に
努
め
る

○
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の
相
談
課
環
境

　

消
防
班
（
☎
73
2
1
1
1
内
線
1
2
1

 

･
1
2
2
）
へ

○
と　

き　

3
月
9
日
㈰
午
前
9
時
出
発
、

　

午
後
3
時
30
分
帰
着
・
解
散
（
出
発
、

　

解
散
は
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
前
）

※
現
地
ま
で
は
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

○
コ
ー
ス　

木
地
山
高
原
桁け
た

倉く
ら

沼ぬ
ま

周
辺
〜

　

小
安
方
面

○
参
加
料　

千
五
百
円（
小
学
生
は
千
円
）

　

／
入
浴
料
・
保
険
料
を
含
む

○
対　

象　

全
コ
ー
ス
を
歩
く
こ
と
が
で

　

き
る
自
信
の
あ
る
小
学
生
以
上
の
人

　
（
小
学
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

○
服
装
・
持
ち
物　

ス
キ
ー
が
で
き
る
服

　

装
、
歩
く
ス
キ
ー
一
式
、
着
替
え
、
タ

　

オ
ル
、
昼
食
な
ど

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

3
月
3
日

　

㈪
ま
で
、
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

市
税
は
納
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

湯
沢
市
奨
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す

第
34
回
市
民
作
品
展

油
の
流
出
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2014.02.15
4

火
の
見
や
ぐ
ら
を

解
体
し
て
い
ま
す

料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す

第
26
回

市
民
歩
く
ス
キ
ー
の
集
い



　臨床心理士橋本まり子先生の協力のもと、心の健康に関する話題を毎月15日号で紹介します。
はしもと こ

●第22回　テーマ 「苦手な人との付き合い方」

心のリラックスタイム

7
2014.02.15

～橋本まり子先生によるこころの健康相談会（完全予約制）～
　利用を希望する人は、事前に下記までお問い合わせく
ださい。
～傾聴ボランティア“つながる手の会”によるほっとサロン～
　このサロンは、誰でも自由にお話しできる場所です。
3月は下記の日程で行いますので、どうぞご利用ください。
時間：午後1時～3時
5日㈬　湯沢勤労青少年ホーム1階娯楽室
12日㈬　雄勝文化会館オービオンふるさとホール

○申し込み・問い合わせ　健康対策課保健推進班
　（☎73‒2111内線134～136）へ

　映画評論家の故・掟川長治さんは、「いまだかつて嫌
　いな人に出会ったことがない」 というのが口癖だった
　そうです。嫌な気持ちが浮かびそうになったら、その
　言葉を心の中でつぶやくと気持ちが変わり、相手に笑
　顔で接することができたという話があります。

よどがわながはる

　皆さんは苦手な人や嫌いな人が身近にいますか。また、
嫌いな人はいるけど、自分は嫌われたくないという人も
いるのではないでしょうか。
　心理学の研究で、「あなたの好きな人と嫌いな人の特
徴を挙げてください」 と聞いたところ、嫌いな人の特徴
を挙げる人が多いという結果になりました。これは、嫌
いな人を日ごろからよく見ているからです。反対に好き
になってしまうと安心するので、細かいところまで見て
いません。
　これを心理学では、「警戒性の仮説」 といい、嫌いな
人ほど細かいところまでよく見えてしまいます。とはい
え、できれば、相手の嫌なところは見たくないし、気付
きたくないですよね。

　苦手な存在とは、「気になる存在」 でもあります。人は
　興味のない存在には感情を持ちません。苦手だと思う
　人は興味があるからつい見てしまうと考えて、苦手な
　部分だけでなく、視野を広げて相手のさまざまな面を
　見るように心掛けましょう。

①苦手な人＝自分が興味のある人と考えてみよう①苦手な人＝自分が興味のある人と考えてみよう
苦手な人と接するコツ ▼▲▼▲▼▲苦手な人と接するコツ ▼▲▼▲▼▲

②「今まで嫌いな人に出会ったことがない」 と心の中で
　つぶやいてみよう
②「今まで嫌いな人に出会ったことがない」 と心の中で
　つぶやいてみよう

●人口
　 男
　 女

49,772人
23,707人
26,065人

………
………
………

（－79人）

（－44人）

（－35人）●世帯数 18,226世帯… （－16世帯）

前月比

前月比
1月末現在
人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き

過去2年間に国民年金保険料の未納期間がある人へ

　国民年金保険料の免除申請ができる期間は、これま
では直前の7月（学生納付特例は4月）以降分しか対象
になりませんでしたが、4月からは、右表のとおり申
請時点の2年1カ月前までさかのぼって申請できるよ
うになります。
○申請受付　4月～
○申請方法　市民課国保年金班、各総合支所または年
　金事務所に 「国民年金保険料免除・納付猶予申請書」（学生であった期間は 「学生納付特例申請書」）を提出
※申請期間に対応する前年度所得に基づいて審査を行いますので、免除が承認されない場合があります。

H24年3月 H25年7月 H26年4月

申請月
▼

H26年6月

国民年金保険料の免除申請ができる期間が拡大されます国民年金保険料の免除申請ができる期間が拡大されます

　障害基礎年金の受給などにより、国民年金保険料の納付が法定免除となっている人について、4月から保険料
を通常納付できる 「納付申出制度」 が始まります。
　申請すると、保険料の口座振替や前納による保険料の割り引きなど、便利でお得な制度を併せて利用できるよ
うになります。
○問い合わせ　大曲年金事務所（☎0187‒63‒2295）へ

障害基礎年金受給等で法定免除を受けている人へ

国民年金保険料の通常納付ができるようになります国民年金保険料の通常納付ができるようになります

申請が可能な期間

申請が可能な期間

これまで

免除・納付猶予の場合（4月に申請する場合）

平成26年
4月から

　嫌いな人と接するコツは、実は、自分が好かれ
るコツかもしれませんね。
　嫌いな人と接するコツは、実は、自分が好かれ
るコツかもしれませんね。

○
と　

き　

3
月
28
日
㈮
〜
6
月
27
日
㈮

　

／
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
50
分

○
と
こ
ろ　

㈱
し
す
て
む
工
房（
横
手
市
）

○
内　

容　

ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
ソ
フ
ト

　

の
基
礎
操
作
な
ど

○
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
）

○
対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

　

込
み
を
し
て
い
る
人

○
定　

員　

15
人
（
面
接
な
ど
に
よ
り
選

　

考
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

3
月
4
日

　

㈫
ま
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
沢
（
☎
73

　

6
1
1
7
）
へ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
通
信
制
の
高
等
学

校
普
通
科
お
よ
び
生
涯
学
習
通
信
講
座
の

生
徒
、
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
内
容　

平
成
26
年
度
高
等
学
校
普

　

通
科（
3
年
制
）生
徒
、
生
涯
学
習
通
信

　

講
座
受
講
生

○
募
集
期
限   

▼
高
等
学
校
普
通
科
一
般

　

入
学
＝
4
月
30
日
㈬
▼
生
涯
学
習
通
信

　

講
座
＝
通
年
受
け
付
け

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学

　

園（
☎
0
4
2
―
5
7
2
―
3
1
5
1
）、

　

案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
薔
0

 

1
2
0
―
0
6
―
8
8
8
1
）
へ

○
と　

き　

2
月
22
日
㈯
午
後
2
時
〜
5

　

時
○
と
こ
ろ　

湯
沢
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

○
演
題
１　
「
お
カ
ネ
の
流
出
を
避
け
地

　

域
経
済
を
成
長
さ
せ
る
取
り
組
み
に
つ

　

い
て
」

○
講
師
１　

鈴す
ず

木き

秀ひ
で

顕あ
き

さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

　

人
も
っ
た
い
な
い
学
会
理
事
）

○
演
題
２　
「
地
熱
・
地
球
熱
等
の
ジ
オ

　

パ
ワ
ー
利
用
の
事
例
」

○
講
師
２　

田た

村む
ら

八や

洲す

夫お

さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　

法
人
あ
き
た
地
球
熱
利
用
事
業
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
副
理
事
長
）

※
講
演
後
、ジ
オ
パ
ワ
ー
利
用
分
科
会（
農

業
と
地
球
熱
、
林
産
業
と
地
球
熱
、
空
調
・

克
雪
と
地
球
熱
、
地
域
の
電
力
自
給
・
利

用
）
が
あ
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
き
た
地

　

球
熱
利
用
事
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　
（
☎
0
1
8
―
8
7
4
―
8
7
4
7
）へ

求
職
者
支
援
訓
練

「
Ｏ
Ａ
事
務
員
養
成
科
」

受
講
者
募
集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
徒
募
集

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
ジ
オ
パ
ワ
ー
で

湯
沢
の
街
づ
く
り
」

市内小中学校 卒業式・入学式日程表

4月9日㈬10:00
4月9日㈬10:00
4月8日㈫10:00
4月9日㈬10:00
4月8日㈫10:00
4月9日㈬10:00
4月8日㈫10:00
4月8日㈫10:00
4月9日㈬10:00
4月8日㈫10:00
4月8日㈫10:00
4月8日㈫10:00
4月8日㈫10:00
4月8日㈫10:00
4月8日㈫13:25
4月8日㈫10:00
4月8日㈫10:00

4月8日㈫13:30
4月8日㈫13:30
4月8日㈫14:00

3月15日㈯10:00
3月18日㈫10:00
3月14日㈮10:00
3月18日㈫10:00
3月15日㈯10:00
3月14日㈮10:00
3月15日㈯10:00
3月18日㈫10:00
3月15日㈯10:00
3月18日㈫10:00
3月14日㈮10:00
3月14日㈮10:00
3月14日㈮13:30
3月19日㈬10:00
3月9日㈰10:00
3月9日㈰13:30
3月9日㈰13:30
3月9日㈰10:00
3月9日㈰10:00
3月9日㈰13:30
3月9日㈰13:30

湯沢東小
湯沢西小
三 関 小
山 田 小
須 川 小
稲 庭 小
三 梨 小
川 連 小
駒 形 小
横 堀 小
院 内 小
秋ノ宮小
小 野 小
皆 瀬 小
湯沢南中
湯沢北中
山 田 中
須 川 中
稲 川 中
雄 勝 中
皆 瀬 中

学 校 名  平成25年度卒業式  平成26年度入学式

小

学

校

中

学

校

がんばる女性応援セミナー2013
　　　　　 （スキルアップ講演会）

ふもとさち こ

○と　き　2月25日㈫午後2時～4時30分
○ところ　湯沢グランドホテル
○演　題　「女子力が地域を元気にする」
○講　師　麓幸子さん
　　　　　（日経ＢＰヒット総合研究所所長）
※講演後、女子会事業の事例発表、ディスカッション
を行います。
○対　象　市内の商工業、農林業に従事する女性
○定　員　100人
○問い合わせ　まるごと売る課まるごと政策班
　　　　　　　（☎73‒2111内線641・642）へ

【プロフィール】
麓幸子さん
　大館市（旧比内町）出
身。2006年働く女性の
情報誌 「日経ウーマン」
編集長に就任。日経Ｂ
Ｐヒット総合研究所所
長。一男一女の母でも
ある。「秋田の応援団」
の一人。

2014.02.15
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結婚を
考えている
あなたに

男女共同参画・少子化対策
通信

　秋田県の35歳から39歳までの未婚者の比率は、平成2年は
男性17.2パーセント、女性は5.3パーセントでしたが、平成22
年には男性34.9パーセントと倍増し、女性も20.5パーセント
と約4倍に増加しています。
　また、独身男女の8割以上の人が結婚を望んでいますが、な
かなか結婚に結びつかず、男性は5人に1人（平成2年は20人
に１人）、女性は10人に１人（同25人に１人）が生涯独身で過ご
すという現状です。

◎未婚者の比率は20年間で大幅に増加

出会いイベント情報の
メルマガ登録はこちらから

イベント情報・登録制のマッチングシステムの申し込みは
【あきた結婚支援センター☎0800－800‒0413】へ

　　　どんな方法でも、まずは自分で行動を起こ
すことが必要です。
　また、日ごろから職場の同僚や友人、同級生な
ど同世代との付き合いを大切にして、より良い人
間関係を作っておくことが、婚活する上でも大変
重要なことではないでしょうか。
　真剣に将来を考えてみましょう。

　　自分の希望と相手の希望が明確になっている
　ので安心です。
　　　結婚コーディネーターがマッチング（お見
　　　　　合い）のお手伝いをします。お付き合
　　　　　　　い中も親身に相談に応じ、応援し
　　　　　　　てくれます。

真剣に将来を考えて
まずは行動しよう！

あきた結婚
支援センターの
マッチング

　相手を見つけるには、自分を知ってもら
う自己アピール力が必要です。
　相手に自分の良さを伝える方法や、相手の立場
に立って考えることなどを身に付け、自分を磨き、
自己アピールの方法を学習することが大切です。
　自分を磨く努力は、婚活だけでなく今後の人生
　　　にもきっとプラスになります。

自分を
磨く！

イベントに
参加して
みよう

できることたくさんあるよ！

自分から自分から
行動しよう行動しよう
自分から
行動しよう

　多くの団体がさまざまなイベントを開催してい　多くの団体がさまざまなイベントを開催してい
ます。気負わずに参加しましょう。ます。気負わずに参加しましょう。
　初めから積極的に話すことはできなくて　初めから積極的に話すことはできなくて
も、何回か参加しているうちに流れがも、何回か参加しているうちに流れが
つかめます。また、先入観なく相つかめます。また、先入観なく相
手を探せるメリットがあります。手を探せるメリットがあります。

　多くの団体がさまざまなイベントを開催してい
ます。気負わずに参加しましょう。
　初めから積極的に話すことはできなくて
も、何回か参加しているうちに流れが
つかめます。また、先入観なく相
手を探せるメリットがあります。

◎結婚を考えている人、出会いを求めて一歩踏み出してみませんか

2014.02.15
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～ 第1回ゆざわジオパーク学習発表交流会開催 ～

ジオパークで学び
『地域の宝』を再発見

　2月4日、「ゆざわジオパーク学習発表交流会」が湯沢文化会館を会場に
行われました。
　参加した各校は、総合的な学習としてジオパーク学習に取り組んだ成果
や、地熱を使った農産物の加工とその商品化までの活動、ふるさとＣＭ大
賞に参加した作品の製作過程を発表しました。
　各校とも趣向を凝らした内容で、創作劇の上演やスラ
イドを使用した発表など、特色ある発表が行われました。
　会場からは、発表が終わるたびに取り組みに感心する
声とともに大きな拍手が送られていました。

【熱い街ゆざわ from ジオパーク】と題
し、昨年、ふるさとＣＭ大賞に出品し
た、ジオパークを題材とした湯沢市の
コマーシャル制作への取り組みを発表

▽湯沢翔北高等学校3年Ｄ組

【地域を熱く沸かす「地熱のまち・ゆざ
わ」プロジェクト】と題し、地熱を使っ
た新たな特産物を産・学・官の連携で開
発しようと進めている取り組みを発表

▽湯沢翔北高等学校商業クラブ

【院内石のなぞ】と題して、院内の歴史
を調べる中で興味を持った、院内石に
関する歴史、切り出し方法、特徴や利
用方法などの調査結果を発表

▽院内小学校6年生

【豊かなエネルギー】と題して、地域の
地熱・水力発電を学び、「湯沢は自然に
囲まれた、エコロジーなエネルギーを
作りだす【エコロジオ】なまち」と発表

▽皆瀬小学校6年生

【ジオパーク２水の恵み】と題して、農
業用水を求めて「ずい道」を掘った先
人の苦労を調べる中で、自然の力、水
と人の命のつながりを学んだと発表

▽須川小学校5年生

【大地とともに　ゆざわジオパーク】と
題して、ジオパークの意味や、主に小
安峡を調査して学んだ成果を、誰にで
も分かりやすいようにと劇にして発表

▽川連小学校４年生

【出動！「ゆざわジオパーク」ひろめ
隊！】と題し、湯沢の歴史、自然やわき
水を調査し劇にまとめて発表。「僕た
ちはもっと湯沢が好きになりました」

▽湯沢東小学校4年生

※エコロジオ＝エコロジー＋ジオパーク
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◀
号
砲
と
と
も
に
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ラ
ン
ナ
ー

◀
決
意
表
明
を
述
べ
る
交
通
指
導
隊
長

▶
年
明
け
う
ど
ん
を
食
べ
る
と
体
が
温
ま
り
ま
す

▶
一
つ
一
つ
の
手
順
に
沿
っ
て
丁
寧
に
折
っ
て
い
き
ま
す
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折り紙の楽しさを再発見
第6回おやじの会新春おりがみ教室

　１月11日、第6回おやじの会新春おりがみ教室（湯沢お
やじの会主催）が湯沢生涯学習センターで開催されました。
以前、市民大学でおりがみ教室を開催していた柿崎ツヨさ
んを講師に迎え、干支にちなんだ「宙返りする馬っこ」と
昔の正月遊びの定番であった「コマ」を作りました。
　難しい手順でも講師の指先を真剣に見ながら、折り紙を
折る子どもたちの姿があり、出来上がった「馬っこ」が宙
返りする様子を見て、歓声が沸き起こっていました。

市民の安全、安心のために
               交通指導隊・防犯指導隊合同出初式
　１月6日、湯沢市交通指導隊・防犯指導隊合同出初式が、
隊員や関係者約50人が出席して、湯沢生涯学習センターで
行われました。
　式では齊藤市長が「交通安全対策と防犯対策は市民の生
活から決して切り離して考えることができない重要な対策。
両指導隊の連携を深め、市民の安全安心の生活をサポート
していただきたい」と激励しました。
　その後、両隊長から新年の決意表明が行われました。

寒さを吹き飛ばせ
元旦ランニングの集い

　１月１日、第32回元旦ランニングの集い（湯沢市雄勝郡
陸上競技協会主催）が湯沢市役所前を発着点に行われまし
た。当日は、みぞれが降る天候の中、130人が参加し、号砲
とともに一斉にスタート。参加者の中には、ランニングシャ
ツに短パンといった、寒さをものともしないランナーの姿
も見られました。
　約3キロメートルの市街地コースを完走したランナーは、
心地よい汗をかき、走り初めを無事に終えた喜びで笑顔が
こぼれていました。

新年の幕開けに年明けうどん
第3回年明けうどん振る舞い

　１月7日、北都銀行湯沢支店駐車場を会場に年明けうど
んの振る舞いが行われました。
　湯沢市街地の4商店街と稲庭うどん組合が共同で企画し、
稲庭うどんのほか、名古屋名物の「きしめん」や餅、日本
酒が振る舞われ、豊穣太鼓の演奏も行われるなど、来場者
を楽しませていました。
　会場に来ていた小学生たちは、「冷えた体が美味しいう
どんを食べて温かくなっていく」と話していました。

◀
力
い
っ
ぱ
い
、
綱
を
引
く
選
手
た
ち

▶
「
湯
沢
酒
屋
櫂
入
れ
唄
」
で
競
演
会
の
幕
が
開
く

▶
「
次
は
自
分
が
試
合
に
出
る
」
と
元
気
に
ア
ピ
ー
ル

トッププレイヤーから学ぶ
都並敏史さんによるサッカー教室
つ　なみ さと　し

　１月12日、湯沢市サッカー協会創立20周年事業として、
サッカー元日本代表の都並敏史さんによるサッカー教室が
勤労者体育センターで行われました。
　「サッカーを楽しんでほしい、もっと好きになってほし
い」と話す都並さんの言葉どおり、教室の内容は全員が参
加できるミニゲームが中心。参加した子どもたちは、都並
さんと一緒にプレーをして、時おりアドバイスを受けなが
ら、楽しそうにボールを追いかけていました。

息を合わせて、引っ張れ
綱引選手権大会

　１月12日、第29回湯沢市綱引選手権大会が総合体育館で
行われました。当日は、一般の部や小・中学生の部など36
チームが参加し、熱戦が繰り広げられました。会場からは
「頑張れ」「引っ張れ」といった掛け声が上がり、選手た
ちは力いっぱい、綱を引いていました。また、同会場での
湯沢市綱引練習会に一般の部13チームが参加し、練習試合
も行われました。この練習会は県内のチームだけでなく、
岩手県や山形県の強豪チームも参加し、交流とレベルアッ
プを図るために同日に開催しているもの。秋田県大会や全
国大会が近いとあって、一戦一戦、力が入っていました。

酒屋唄と美声に酔いしれる
全国酒屋唄競演会

　１月12日、今年で25回を数える全国酒屋唄競演会が湯沢
文化会館で行われました。
　湯沢民謡保存会による「湯沢酒屋櫂入れ唄」で幕を開け
た競演会。県内はもとより、東北を中心とした全国の酒屋
唄を、実力者ぞろいの出演者による美声で披露しました。
　このほか、アトラクションとして子どもたちによる踊り
や民謡のほか、出演者による民謡お国めぐりが行われ、観
客は美声に酔いしれ、大きな拍手を送っていました。

◀
気
合
の
入
っ
た
技
を
繰
り
出
し
、
挑
戦
者
を
圧
倒

基立選手の戦う姿に大歓声
もと　だち

第35回3時間立切試合・第15回女子の部2時間立切試合

かい

　１月19日、「立切試合」が湯沢市総合体育館で行われま
した。男子33人、女子22人の挑戦者と休みなく試合をする
基立選手の中に、湯沢市の石川俊春5段と佐藤美歩５段が
います。2人は、ほかの基立選手4人とともに、家族や観
客の声援を受け、気力を振り絞って見事に立ち切りました。
　基立選手の成績は以下のとおりです。
石川俊春5段＝24勝5敗4分、鷲谷翼5段＝26勝１敗6分、
伊藤雄介錬士6段＝15勝5敗13分、佐藤篤志錬士6段＝24
勝4敗5分、佐藤美歩5段＝16勝3敗3分、塚本久美錬士
6段＝17勝4敗１分

いしかわ とし はる さ　とう　み　 ほ

わし　や たすく

い　とう　ゆうすけ さ　とう あつ　し

つか もと　く　 み

かき ざき

え　 と
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▲１月6日、湯沢市交通指導隊・防犯指導隊合同出初式にて

137,814

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

1月分

合　　　計 20

4 93,000接　遇　費 東京・湯沢サポーターズ会新年会御祝
金ほか

第35回3時間立切試合・第15回女子の部
2時間立切試合完闘賞メダル協賛

0 0餞　　　別

00慶　弔　費

贈答用特産品（稲庭うどん） 10 25,200贈 答 品 代

0 0行事出席等の会費

6 19,614協　賛　費

市長日誌（1月）

交際費報告

5日（日） 湯沢市消防出初式

8日（水） 湯沢商工会議所新年祝賀会
9日（木） 100歳長寿祝い
11日（土） 地域連携に関する研修会

6日（月） 湯沢市交通指導隊・防犯指導隊合同出初式

12日（日） 第25回全国酒屋唄競演会、湯沢市サッカー協会創立二十周
年記念式典

14日（火） 100歳長寿祝い

16日（木） 在京秋田県人新春交歓会、東京・湯沢サポーターズ会新
年会（東京都）

17日（金） 秋田県農業法人協会・湯沢市認定農業者協議会合同研修
会、秋田県漆器工業協同組合新年会、湯沢市四商店街合
同新年祝賀会

18日（土） 防犯指導隊湯沢班「全国防犯功労表彰祝賀会」、立切試
合基立選手激励会

19日（日） 第35回3時間立切試合・第15回女子の部2時間立切試合
20日（月） 内外情勢調査会・１月例会（秋田市）
21日（火） 臨時議会、秋田仏壇協議会新年祝賀会
23日（木） 湯沢市地域公共交通会議

25日（土） 富谷安一氏の受賞を祝う会
27日（月） 湯沢市農業再生協議会臨時総会、湯沢市納税フォーラム
28日（火） 定例記者会見
29日（水） 湯沢青年会議所並びに湯沢青年会議所シニアクラブ2014

年度合同新年会
30日（木） 第6回Ｂ＆Ｇ全国サミット（東京都）
31日（金） 湯沢市環境衛生組織連合会新年会・受賞祝賀会、秋田県

稲庭うどん協同組合新年会

24日（金） 100歳長寿祝い、湯沢地区行政員連絡会新春懇話会

15日（水） 秋田県・県内市町村と首都圏企業との懇談会（東京都）

　

如
月
二
月
、
大
雪
で
悪
戦
苦
闘
の
大
寒
も
過
ぎ
、
や
っ
と
節
分
・
立
春
を
迎
え

ま
し
た
。

　

「
寒
さ
に
震
え
た
者
ほ
ど
、
太
陽
の
暖
か
さ
を
知
る
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
豪
雪

地
帯
・
湯
沢
市
で
の
こ
の
感
触
は
、
雪
国
秋
田
の
中
で
も
格
別
な
も
の
で
す
。
そ

う
し
た
季
節
は
、
も
う
す
ぐ
私
た
ち
の
と
こ
ろ
に
訪
れ
ま
す
。

　

古
今
東
西
、
い
つ
の
時
代
で
も
自
然
災
害
は
厳
し
く
、
豪
雪
・
豪
雨
・
地
震
・

山
崩
れ
・
津
波
・
台
風
・
噴
火
と
、
毎
年
各
地
で
数
々
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

治
山
治
水
は
昔
か
ら
政
治
の
難
題
で
、
国
も
災
害
に
強
い
国
を
目
指
し
て
、
国

土
強
靭
化
政
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
常
に
平
和
で
、
安
心
・
安
全
な
生
活
は
国
民

の
切
な
る
願
い
で
す
が
、
自
然
災
害
も
事
件
・
事
故
も
テ
ロ
、
暴
動
、
内
戦
も
な

い
完
全
に
安
全
な
国
と
い
う
の
は
、
世
界
中
ど
こ
に
も
な
い
の
が
現
実
で
す
。

　

生
き
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。
徳
川
家
康
が
「
人
の
一
生
は
、

重
荷
を
負
う
て
遠
き
道
を
行
く
が
ご
と
し
、
急
ぐ
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
人
生
訓
を

残
し
て
い
ま
す
が
、
う
な
ず
け
ま
す
。
「
学
問
の
す
ゝ
め
」
の
福
沢
諭
吉
翁
は
、

「
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
皆
平
等
で
あ
り
自
由
で
あ
る
が
、
し
か
し
学

ぶ
か
学
ば
な
い
か
で
人
間
の
価
値
・
地
位
が
決
ま
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

物
事
の
真
実
を
学
び
、
生
き
る
た
め
に
必
要
な
実
学
を
学
ぶ
こ
と
を
提
唱
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
厳
し
い
欧
米
列
強
の
脅
威
か
ら
、
真
に
日
本
国
が
独
立
す
る
た
め

に
は
、
「
一
身
の
独
立
心
な
く
し
て
、
一
家
の
独
立
な
く
、
一
家
独
立
し
て
、
一

国
の
独
立
あ
り
」 

と
人
民
の
独
立
心
、
覚
悟
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
情
勢
の
大
き
な
変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
国
平
和
主
義
で
日
本
以
外
の

国
の
平
和
に
は
関
心
を
持
た
ず
、
何
ご
と
も
他
人
任
せ
で
責
任
を
取
ら
ず
、
自
立

心
が
弱
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
日
本
人
。
一
部
の
国
が
根
拠
の
な
い
過
剰
な
日
本
非

難
を
行
う
の
を
見
聞
き
す
る
に
つ
け
、
本
当
に
日
本
が
将
来
と
も
独
立
国
と
し
て

生
き
抜
い
て
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

厳
寒
の
今
こ
そ
、
春
に
向
か
っ
て
己
自
身
が
し
っ
か
り
現
実
、
真
実
を
学
び
、

自
ら
の
責
務
を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
、
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
明
日
を

信
じ
て
、
前
向
き
に
職
員
共
々
市
政
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

き
さ
ら
ぎ

と
く
が
わ
い
え
や
す

ふ
く
ざ
わ　

ゆ　

き
ち
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1月31日届け出分まで

■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

1.15
1.15
1.16
1.17
1.18
1.18
1.18
1.19
1.22
1.23
1.24
1.25
1.26
1.26
1.26
1.27
1.30
1.31

102
85
86
94
73
87
72
35
86
90
62
84
84
71
84
78
93
95

2014.02.15

森　　　下
サン・グリーンゆざわ
柳　　　田
新　木　野
平清水第２
緑　　　町
岡　　　田
杉沢新所下
上　角　間
関　口　下
掵　　　上
中屋敷（山田）
水　上　下
清水町第７
中屋敷（山田）
清水町第３
間　木　沢
川　　　原

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

東　町　２
本　町　１
百　目　木
御　嶽　堂

36
82
91
79

1.21
1.26
1.28
1.29

富　治
キ　ヱ
幸　子
輝　昭

1月31日届け出分まで

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

ゆうわ

あさひ

も　な

えいた

さ　ら

ゆえる

ひなこ　

の　あ

藤 田　優 和くん

伊 藤　諒 陽くん

伊 藤　萌 那ちゃん

釜 田　瑛 太くん

渡 部　紗 愛ちゃん

小 塚　有 瑛ちゃん

我 妻 日菜子ちゃん

高 山　叶 愛ちゃん

1. 6

1. 7

1.11

1.15

1.17

1.17

1.20

1.21

森　　　合

森　　　上

杉沢新所下

新 山 田 西

中　　　宿

光　陽　台

柳　田　西

清水町第４の２

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

じんた

齊 藤　仁 太くん

阿 部　ひ なちゃん

1.16

1.20

八　面　２

上　　　村

仁さん・理子さん

翼さん・優子さん

めいか　

しょうご

おうすけ

あ　み

大 西 芽生花ちゃん

藤 岡　将 吾くん

高 橋　央 輔くん

齊 藤　亜 美ちゃん

1.23

1.24

1.27

1.28

末　広　町

森　　　上

清水町第８

杉沢表第２

淳さん・夏美さん

忠喜さん・夏子さん

清和さん・園子さん

隼人さん・奈々子さん

●雄勝地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

る　い

ななえ

沼 倉　琉 衣くん

由 利　七 笑ちゃん

1.12

1.14

平　　　城

浅　　　萩

仁さん・裕美子さん

政道さん・晴美さん

中　ノ　台
中　ノ　台

58
75

1.25
1.29

準　一
本　人
義　一
修　一
本　人
本　人
洋　子
章　子
順　治
輝　夫
本　人
正　幸
稔
政　子
本　人
隆　志
協　一
武　司

和豊さん・やすよさん

大樹さん・穂さん

雅樹さん・明日美さん

茂さん・美佳子さん

隆道さん・茉莉奈さん

友介さん・有里子さん

秀之さん・美智子さん

光弘さん・千加さん

コト子
ミ　ネ

髙 橋　幸 一さん
髙 橋　吉 松さん

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

湯　　　端
御　返　事
横　　　丁
八　　　丁
御　返　事
上　中　通
常　盤　町

94
89
89
84
88
94
78

1.17
1.18
1.21
1.23
1.24
1.26
1.29

本　人
和　雄
辰　夫
本　人
本　人
本　人
一　男

栗 田　助 雄さん
　 野　松 雄さん
東海林 豊 子さん
小 松 チヤ子さん
太 田　正 　さん
永 山　和 江さん
會 田 惣次郎さん

池 部　チ ヨさん
髙 山 アイ子さん
田 中　義 正さん
小 嶋　イ キさん
金 子　明 子さん
見 田　玉 子さん
高 橋　惠 二さん
渡 部　慎 也さん
小 川　敬 一さん
藤 川　淳 藏さん
沼 倉 けい子さん
佐 藤　榮 治さん
岩 見　ハ ルさん
伊 藤 久仁男さん
泉　　淸治郎さん
鈴 木　　 博さん
齋 藤　モ トさん
武 石　ま ささん

阿 部　直 人さん
阿 部　幸 作さん
佐 藤 フミ子さん
宮 原　　 實さん
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